
 

 

 

■ 1歳～2歳頃におきやすい事故 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事故を防ごう 
好奇心が旺盛ですが、危険なことがまだ理解

できないので事故が起こりやすくなります。 

大人が安全な環境づくりを心掛けましょう。 

Ｑ 子どもの行動を見ていると「危ない！」「ダ

メ！」を連発してしまいます。 

Ａ 先回りして子どもの行動を制限し、注意をしすぎると、

子どもは臆病になり自主性が育ちにくくなります。 

小さな失敗や怪我の繰り返しから、大きな危険や事故

を予測し、身を守る術を学んでいきますので、大人は

安全な環境を整えたうえで、行動を見守りましょう。 

「ダメ！」は本当に危険な時だけにした方が、子ども

には伝わりやすいです。 

■ 水遊びは細心の注意をしましょう 

  水での事故は命にかかわる大事故につながります。 

  たった１０ｃｍの深さでも子どもは溺れてしまう 

ので、目を離さずに大人が付き添いましょう。 

入浴後、浴槽の 

湯は抜いておく 

パック型液体洗剤に注意！ 

フィルムが破れて目や口に

入る事故が起きています 

お買いもの中はショッピング

カートからの転落に気をつけ

ましょう 


